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 6.1  

 6.1.4 動物 

  1) 周辺林内の乾燥化による貴重な動物種の生息状況 

  (1) 調査期間 

本調査の実施期間を表 6.1.4-1 に示した。 
 
 

表 6.1.4-1 調査期間一覧（令和元年度） 

地区 春季 夏季 秋季 冬季 

G 地区 令和元年 

5 月 13～15 日、 

6 月 4～6日 

令和元年 

9 月 3～5日、 

18～20 日 

令和元年 

11 月 6～8日、 

14～15 日、27 日 

令和 2年 

1 月 7～8日、 

2 月 12～13 日、 

17～19 日 

H 地区 令和元年 

5 月 7～9日、 

6 月 3～5日 

令和元年 

9 月 4～6日、 

25～27 日 

令和元年 

10 月 28～30 日、 

11 月 18～20 日 

令和 2年 

1 月 6～7日、 

2 月 5～6日、 

19～21 日 

N-1 地区 令和元年 

5 月 7～9日、 

6 月 11～13 日 

令和元年 

9 月 9～11 日、 

25～27 日 

令和元年 

11 月 13～15 日、 

21～22 日、26 日 

令和 2年 

1 月 7～8日、 

14～15 日、 

2 月 4～5日、 

18～20 日 

 

  



6-116 

  (2) 調査方法 

調査対象である各分類群とその調査手法を表 6.1.4-2 に示した。 
 

表 6.1.4-2 調査対象及び調査手法の一覧 

調査対象 調査手法 調査手法の詳細 

哺乳類 目撃法・鳴き声による任意観察法 

フィールドサイン法 

バットディテクター注) 

調査地区内を踏査し、個体数、痕跡、巣穴、鳴き声な

どにより、生息状況の把握に努めた。 

夜間踏査時には、飛翔する小型コウモリ類を確認する

ためにバットディテクターを用いた。 

調査中に樹洞を確認した場合は、樹洞内部で休息する

哺乳類や樹洞性コウモリ類の確認に努めた。 

鳥類 ラインセンサス法 

ナイトセンサス法 

コールバック 

ラインセンサス法は、鳥類の活動が活発になる早朝

に、設定したルートを徒歩で移動しながら、片側 25m(両

側50m)以内に出現する鳥類の種類と個体数を記録した。

識別には 8～10 倍率の双眼鏡を用いた。 

ナイトセンサス法は、フクロウ等の夜行性の鳥類につ

いて、日没後に設定したルート上を徒歩で移動しなが

ら、懐中電灯等を併用し、目撃または鳴き声により確認

し、種数と個体数を記録した。また、種によってはコー

ルバック調査を行った。 

爬虫類 

両生類 

目撃法 

捕獲法(タモ網等) 

鳴き声による任意観察法(両生類) 

日中及び夜間に調査区域内を踏査し、目撃、鳴き声な

どにより把握に努めた。踏査中は、活動中の個体のみで

なく、倒木や岩下の個体の確認、休息中の個体の確認に

も努めた。また、踏査中に樹洞を確認した場合は、内部

を懐中電灯で照らすなどして、内部の確認にも努めた。

昆虫類 目撃法 

任意採集法(見つけ取り法) 

調査地区内を踏査し、飛翔個体等の目撃確認(目撃

法)、石下や倒木中に潜む個体の確認(見つけ取り法)に

より把握を行った。 

クモ類 任意採集法 

(見つけ取り法) 

調査地区内を任意で踏査し、樹上や地表面等に潜む個

体の探索(見つけ取り法)により把握を行った。 

陸産貝類 任意採集法(見つけ取り法) 調査地区内を任意で踏査し、樹上、葉上、地上等に生

息する陸産貝類を目視により確認した。 

注)コウモリ類が発生する超音波を可聴音に変換して確認する機器。  
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  (3) 調査地点 

調査は図 6.1.4-1 に示す 3地区で実施した。 

 

 

図 6.1.4-1 周辺林内乾燥化による貴重な動物種の生息状況調査範囲 
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  2) 訓練車両の走行に伴うロードキルの状況 

  (1) 調査期間 

本調査の実施期間を表 6.1.4-6 に示した。 

 

表 6.1.4-6 調査期間一覧 

地区/季節 春季 

G 地区 令和元年 6月 18 日 

G 進入路 令和元年 6月 18 日 

H 地区 令和元年 6月 18 日 

N-1 地区 令和元年 6月 18 日 

工事用道路 令和元年 6月 18 日 

既存道路 令和元年 6月 18 日 

 

 

  (2) 調査方法 

訓練車両によるロードキルの確認は、工事中に設置した注意標識等の環境保全

措置の効果検証を行う目的等から実施した。 

調査は訓練車両の通行経路において、徒歩及び車両移動により目視での確認を

行った。道路上での轢死や横断個体を確認した場合、確認位置、種名、個体数に

ついて記録した。 

 

  (3) 調査地点 

調査地点は、図 6.1.4-6 に示す訓練車両の通行経路において実施した。 
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